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総合科学部 1～3 年生の多様な学生 31 人が集まっ
た（図 2, 3). 
図 2 ワークショップの様子
図 3 プロトタイピング
2018 年度の連携企業 4 社（ジェイテクト，パナ
ソニックサイクルテ ック，ヤンマー， YKK ）のテー
マは表 1 のとおりである．各社 5～10 人に分かれて
5～1 月まで活動を行った．
2019 年度からは教養教育イノベーション科目群






























2018 , 2019 年度ともに最終の成果物はポスター，
プロトタイプ，動画（ストーリーテリング）であっ
た. 2018 年度は企業向けの展示会（徳島ビジネス






図 4 成果報告会（201 8年度）


















































学生有志 6 人は 2018 年 1 月～2019 年 3 月，プ
ロトタイプを手に持ち小学生とその保護者等 10
人に対し，実際に給餌装置を使ってみたいかなどの
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図 7 クラウドファンデイングサイト Ot sucle 画面
そして，第三者による評価とビジネスモデ、ノレのブF
ラッ、ンュアップを目的に 9 月から 12 月にかけてビ
ジネスコンテストに応募した. 1 月には Matching
HUB Bu sin es s Id ea & Plan Competin とし 1 う全
国規模の学生ビジネスコンテストで最優秀賞を受
賞するなど，これまで 5 つのコンテストで計 7 つの
賞を受賞している．また，大学のデ、ィープテックが
選抜されやすいとされる， NEDO Technolgy 










4. 株式会社 KAI の設立
2019 年 1 月 18 日，イノベーションチャレンジ
クラブの活動から徳島大学発ベンチャー「株式会社










































起業活動の国際比較をする Glob al Entr epr e-
neurship Monitr の調査をもとにした分析でも，
「身近に起業した人を知っているか」という起業活
動の社会への浸透度が 17 % （先進国平均 30 % ），「起
業の知識 ・能力 ・経験がある」としづ起業の知識 ・



































































































資金調達 投資 融資 融資
雇用 。 。 × 













































































〔2〕京都工芸繊維大学： De sign lab 「ME310 とはJ'
htp:/w.d esign-architecture.kit.ac.jp/ja/d 
e/outline.ph?id=4 
〔3〕スタンフォード、大学ハッソ ・プラッ トナー ・デ




考 (De sign Thinkg ）教育”，科学技術動向，
9 ・10 月号， p.10-23 (201 ) 
〔5〕徳島大学イノベーションプラザ，
htps:/eci-tokushima-u.jp/ 
〔6〕株式会社 KAI, htp s:/w.kai-jp.com/ 
〔7〕成長戦略ポータルサイト中小企業 ・小規模事
業者の生産性向上，
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2017 年より FFR 部で新事業創出に向けた研究テー
マ探索に従事．現在は，徳島大学に研究員として出
向中．専門分野は機械工学 ・設計工学．
高 井 真 志 穂












AI 部に出向（2015 ～2017 年）．現在は，新事業創
出に向けた研究テーマ探索に従事．
経営システム
